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第2表　モデルの代表的な10分間雨量分布．

　上段：面積（km2）．下段：半径（km）．
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がないわけではない．比較的重要と考えられる2つの課

題をここに記す．まず第1に，10分間雨量の上限値を50

mmとしたことである．長崎豪雨の10分間雨量の極値は

43mmであったから，これよりPm、xに対する関係は

単なる外挿にすぎない．第1図からみて，この上限値は

それほど不自然ではなく，モデルとしては十分許容でき

ると考えられるが，信頼性には幾分問題が残る．第2

に，本モデルではPm、xが大きくなると，それぞれの

降雨面積も（2）式に従って増大する．しかし，特に

ゐ＝10～15mmの面積が，pm、、の大きい範囲（40～50

mm）においても，それまでと同じ傾きで増加を続ける

かどうかには疑間が残る．ある限度から先のPm、xの大

きい値に対しては，面積が直線的な増加からはずれ，頭

打ち傾向に推移することも考えられる．このような理由

と，Pmax＞43mmの領域が外挿であることから，第4図

の分布のすそ野にあたる，半径12km以上でのモデル

の信頼性はやや劣るものと考えられる．参考までに記せ

ば，長崎豪雨で得られた乃二10および15mmの降雨面

積の最大値は，それぞれ，733km2（pm、x＝43mmのと

ぎ），584km2（Pmax＝42mmのとき）であった．
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